
令 和 ５ 年 ７ 月 11 日 

しあわせ子育て応援部 

多様性・女性若者活躍課 

報道関係者 各位 

みんなの声で未来を創ろう！ 

～やまがたワカモノ本音会議を開催します～ 

 

  県ではこのたび、下記のとおり若者同士が意見交換する場として、「やまがたワカモノ本音会議」

をオンラインで開催します。つきましては、周知について御協力くださるとともに、当日の取材に

ついて御協力くださるようお願いいたします。 

記 

１ 開催目的 

  未来を担う若者の社会参加のきっかけづくりとして、「若者が暮らし、活躍できる山形」の実現に

向け若者同士が意見交換する場を設けることで、若者の地域における課題意識の醸成を促進すると

ともに、若者目線による本県の課題や強みを把握し、情報発信や施策検討に活かしていくもの。 

２ 開催日時 

  令和５年９月７日（木） 19 時から 21 時まで 

３ 参加対象 

  高校生以上から20代くらいまでの山形県在住の若者及び山形県に縁のある県外在住の若者60名

程度 

４ プログラム  

・第１部全体セッション、第２部グループトーク、第３部全体セッション 

 ・第２部グループトークで、参加者の皆さんから山形の現状分析と未来への提言をしてもらい、第

３部全体セッションにてグループトークの共有などをします。 

５ コーディネーター 

  稲村理紗氏（まちづくりファシリテーター） 

６ オンライン配信会場 

  街なかメタベース（山形グランドホテル１階） 

７ 応募方法 

  HP 又はチラシに記載の QR コードから応募可能。https：//www.yamagata-np.jp/tamacon/  

８ 募集締め切り 

  令和５年８月 22 日（火）17：00 

９ 実施主体 

  若者のオンライン対話事業事務局（受託者：株式会社山形新聞社）電話 023-664-0295 

10 その他 

  当日の取材については、事務局に事前に御連絡をお願いいたします。 

 

 

プ レ ス リ リ ー ス 

【問合せ先】多様性・女性若者活躍課 

      担 当：課長補佐（総括・青少年若者支援担当）早坂 

      電 話：023-630-2674 

      報道監：しあわせ子育て応援部次長 髙橋 



　
　
　
　
　

　
　　

　　
　　

　     
  参加申し込みはコチラから

令和５年度  若者のオンライン対話事業
主催・山形県しあわせ子育て応援部　多様性・女性若者活躍課
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対  象

60名程度定   員無 料参   加   費

Zoom参   加   方 法

8/22㈫  17:00 
締め切り

締め切り日前でも定員に
達した時点で締め切ります

右のQRコードかホームページから
お申し込みください

やまがたワカモノ本音会議
https://www.yamagata-np.jp/tamacon/

take（意見を〝取り入れて〟）
make（きっかけを〝つくる〟） conference（会議）



若者のオンライン対話事業事務局（株式会社山形新聞社広告局内）
山形市旅篭町2‐5‐12  TEL023‐664‐0295 （平日9:30～17:30）
tamacon@yamagata-np.jp

お問い合わせ

山形県しあわせ子育て応援部  多様性・女性若者活躍課主　催

まちづくりファシリテーターの稲村理紗さんと〝若者サポーター〟の
皆さんが進行を担当します。ぜひお気軽に♪普段抱えている
思いを本音でたのしく語り合いましょう！

ゆる自己紹介＆ぷちスタディ
「わたしたちの山形を知ろう」

第1部
全体セッション

「聞かせて！キミの
　　　山形へのアイデア」

第2部
グループトーク

グループトークの
共有＆振り返り

    　　　　　「わたしたちの山形
　　　　　こうしていきたい！」

第3部
全体セッション

アンケート
語りきれなかった
思いもぜーんぶ書いてください！！

セッションでの意見やアイデアは報告書にまとめ、県の施策に反映
されるかも！？

地域で活動しているセンパイが、経験と知識を生
かして、若者の皆さんのしたいことをお手伝いす
る活動をしています。「熱い気持ちはあるけど、書
類づくりなどの進め方が分からない」「実際にやってみてどうな
のか知りたい」「助言だけじゃなく一緒に活動のサポートをして
ほしい」といった悩みや希望はありませんか？　そんな思いに
応えよう！と結成され、現在３４人がサポーターとなっています。

若者サポーターちょっと教えてほしい、手伝ってほしい時に

１９７９年秋田市生まれ、山形市在住。新潟大学で生涯学習・社会教育を学ぶ傍ら、公民館を拠点
にした地域の子どもの遊びと学びの場「まなび屋」を大学の仲間と立ち上げる。また、住民ワーク
ショップのコーディネートを専門に行うＮＰＯ法人まちづくり学校に学生スタッフとして関わり、ワーク
ショップやファシリテーションについて現場で経験を積む。２０１６年より結婚を機に山形市に移住。
フリーランスのファシリテーターとして東北を中心に活動している。東北芸術工科大学、東北公益文
科大学、秋田大学の各大学にて非常勤講師を務める。山形県地域コミュニティアドバイザー。ＮＰ
Ｏ法人まちづくり学校会員。ＮＰＯ法人東北みち会議会員。山形ファシリテーションネットワーク会員。

コーディネーター 稲村理紗さん（まちづくりファシリテーター）　

プログラム


